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2025(R7)年度 全国水産試験場長会
表彰審査委員会プレゼンテーション資料

【業績関連研究課題（事業）】 北海道立総合研究機構

【実施年度】 2010(H22) ～2025(R7)年度

【業績名】 網走湖の塩分環境保全と

【研究者名】 渡辺 智治

シジミ資源の回復

経常研究

2025(R7)年11月18日

【所属】 北海道立総合研究機構 網走水産試験場

１. 網走湖シジミの減少要因に関する研究

２. 提言

３. 堰運用前後の推移

内 容

2

I . 産卵
Ⅱ. 生存

網走湖水 と 塩水遡上抑制施設〔堰〕の運用

４. 成長研究

【背景】

【内容】

【成果と波及効果/まとめ】

【目的】 網走湖の 塩分環境適正化、シジミ資源持続 のため、
湖水の塩分環境がシジミ資源に及ぼす影響を解明する

ヤマトシジミ
（シジミ）

下層: 高塩分水

・貧酸素

網走湖

網走川

上層: 低塩分水

塩淡

・硫化水素

海水

網走湖 ２層構造 シジミ 生息場所

境界層

16 m

・酸素飽和 塩分

堰
0～5

生息場所
塩分 0～6 

塩分 20 程
オホーツク海

網走湖

塩分 10 

33

堰

【背景】 網走湖水と堰運用

m
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シジミ

網走湖

オホーツク海

塩水遡上抑制実験施設
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１. 網走湖シジミの減少要因に関する研究

下降する場合

I . 産卵
Ⅱ. 生存

塩分低下

【成果】

6

下層水

網走湖 シジミ
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7

シジミ 生活史

親貝
殻長 15 mm
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浮遊幼生
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24 h
後

（D型幼生）

漁獲サイズ
殻長 24 mm 5 年～ 7

夏
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浮遊幼生発生(≒産卵) と 塩分 の関係

塩分

浮
遊
幼
生
年
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密
度

● 塩分 1.3 ・ 1.5 でも、万単位の出現量

（2000～2025年）

/ 湖心深度 1 m最低塩分：1.0／2010・2012年

1.7

● 浮遊幼生発生（≒産卵） 最低でも 塩分 1.0
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I . 産卵
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Ⅱ. 生存
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殻長平均24mm

2012(H24)年

網走湖塩淡境界層制御施設モニタリング検討会

① 網走湖シジミの産卵には
塩分1.3～2.0psu以上が必要

② 網走湖上層（シジミ生息域）の塩分を
冬期と、特に春期の雪解け水流出後に適正にするため、
塩淡境界層制御施設（堰）の順応的管理が必要

／国土交通省 北海道開発局

北海道立総合研究機構 水産試験場からの提言

第4回

２. 提言

10状況に応じて 不稼働 （冬期海水流入）

網走湖

シジミ体内塩分10 （中村, 1999）

“環境水の塩分が10より低いと
浸透圧調節必要”

堰の稼働期間の違い
11網走湖
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【通常年度】
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2009年からの塩分低下にともなう産卵・資源量減少

（年）

長期
産卵少量

斃死

+
2018年 春～秋0 0

2016年8月
大型低気圧
の大雨で増水

12３. 堰運用前後の推移

塩
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稼働 塩水遡上抑制
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※殻長10mm程以上

幼
生
最
大
密
度
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①関係団体要望 ②不稼働
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塩
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推
定
資
源
量
(t)
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②

漁
場

３. 堰運用前後

④卓越発生

※殻長10mm程以上

の推移 22×22cm
多い所 ： 2022年6月14日 分布調査 Line 10-2 m

14

採泥器

0.05 m2

●成長 知見

●産卵塩分 知見

●耐性塩分 知見
提言 堰の 資源

有効運用 回復

塩分1以下 不産卵
塩分1.3 大規模産卵

塩分1以下 死亡率増

年齢別組成・成長式

資源の持続的利用に向けて

成 果

資源 持続的利用

＜死亡量 M ＞/冬

＜成長量 R ＞
15

資源
管理
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2008年級

16

網走湖 シジミ

４. 成長研究

成長情報・成長率

渡辺他(2021) 日本水産学会誌 87(2)

成長式

2008年級 成長追跡
●分布調査／2009～2014年

●現場飼育実験／2010～2014年

0

50

100

2013
6月14日

17

2008年級 成長追跡
0

1000

2000 2009モード：1849

0.5-0.6 mm 6月16日

0

1000

2000

0 1 2 3 4

2010モード : 318
1.0-1.1 mm 6月15日
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0

50

100

2012
6月15日
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6月15日

0

50

100
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2014
6月10日

殻長 (mm)

5-7 mm

17 mm

16 mm

21 mm

19-25 mm

●分布調査（2009～2014年）

(頻度)

多い殻長

(頻度)

初期
極小

・ 53地点

・水深 1,2,3,4,5 m

0才10か月

1才10か月

1年後

0.5 mm

1.0 mm

0.5 mm シャーペン芯

・港

・水深 2 m

成長式 周期関数拡張 von Bertaｌanffy式

殻長 SLt = 26.2｛1 - exp ［ - 0.53 (F(t) - F(t0))］｝

2008年級 成長追跡

●現場飼育実験

9 11 6 9 11 4 6 10 11 4 6 10 12 5 6 10 11

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

2010 2011 2012 2013 2014

（2010～2014年）

殻長計測 ： 水温 5℃・15℃ 時

殻
長

(m
m

)

漁獲サイズ：
殻長 23.3 mm 以上

平均

＋標準偏差

－標準偏差

最大

最小

・100個→72個
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長
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)

月 / 年齢
2 歳 4 歳 5 歳 6 歳3 歳

計測平均値

成長式算出値

4歳で
漁獲サイズ

18
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5℃下

15℃超
成長
促進

成長
停止

従来よ

り精密
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網走湖 本州産地
5℃以下の期間： 6か月 1か月
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（
）

年 齢 愛知木曽三川

殻
長

網走湖・他産地 ヤマトシジミ 成 長

網走湖 2008年級

殻長組成調査

宍道湖 松江

現場飼育実験

年齢査定調査

島根 神西湖

宍道湖 玉湯

宍道湖 斐川

2004,2006-11年級

0.5 1.0

網走湖：初期極小

mm

ー

平
均

モ

ド

・

19＞

【 成果 と 波及効果 】

●成長 知見

●産卵塩分 知見

●耐性塩分 知見

提言

情報

堰の 資源

普及／他産地
提供

有効運用 回復塩分1以下 不産卵
塩分1.3 大規模産卵

塩分1以下 死亡率増

年齢別組成・成長式

【 ま と め 】

成長予測
資源動態予測

成 果

温暖化

網走湖シジミ資源 の 持続的・最大有効利用

資源管理 影響
成長
促進

モニタリング

＜死亡量 M ＞/冬

＜成長量 R ＞

提言

20

資源量調査

産卵調査

分布調査

噴流式じょれん
ご清聴有難うございました

21 採泥器

ご協力に感謝申し上げます
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